










研究目的 

 我々は静岡県西部地区を対象として,昭和 56 年 5 月より先天性副腎皮質過形成症

(21-hydroxylase 欠損症)の新生児マス・スクリーニングを行なっている。昭和 59 年 2 月

までは,Radio immunoassay(以下RIA)により乾燥濾紙血液中の17-hydroxyprogesterone(以

下17-OHP)の測定を行ない,37,472名の新生児がスクリーニングを受け,3名の患児(塩喪失

型 2例,単純男性型 1例)が発見された。その後Enzyme immunoassay(以下 EIA)の開発にと

もない EIA法による一次スクリーニングを行ない,昭和 61 年 12 月までに 41,755 名がスク

リーニングを受け,2名の患児が発見された。今回はEIA 法の結果および発見された患児に

ついて検討した。 


